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■〝核のゴミ〟レポートPART50　北海道の放射性廃棄物施設問題をめぐる歴史（下）

れ
た「
地
層
処
分
実
規
模
設
備
」の
整
備
に

対
す
る
異
議
申
し
立
て
や
関
係
工
事
の

節
目
ご
と
の
抗
議
、
学
習
会
な
ど
を
継

続
。
２
０
０
９
年
か
ら
は
毎
年
夏
に「
核

の
ゴ
ミ
を
考
え
る
全
国
交
流
会
」を
開
催

し
、
原
子
力
機
構
や
政
府
の
地
層
処
分
政

策
に
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
き
た
。

　

当
初
の
計
画
に
は
、
研
究
期
間
は「
20

年
程
度
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

２
０
１
９
年
８
月
、
原
子
力
機
構
は
道
庁

と
幌
延
町
役
場
を
訪
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
で

の
研
究
期
間
を
さ
ら
に
10
年
間
ほ
ど
延
長

し
た
い
旨
の「
計
画
案
」を
提
出
し
た
。
道

や
道
民
に
対
す
る
約
束
を
反
故
に
す
る
や

り
方
で
あ
る
。
研
究
終
了
後
の
坑
道
な
ど

の
埋
め
戻
し
に
も
全
く
言
及
し
て
い
な
い

申
し
入
れ
だ
っ
た
。

　

地
下
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
坑
道
で
は
当

時
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
を
埋
設
す
る
環
境

を
模
し
た
環
境
を
つ
く
り
、「
人
工
バ
リ
ア

（
注
＝
金
属
や
粘
土
鉱
物
を
指
す
）の
適
用

性
確
認
」な
ど
を
重
点
に
研
究
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。
機
構
側
が
示
し
た
20
年
度
以

降
の
計
画
案
で
は
、
28
年
度
末
ま
で
の
次

期
中
期
計
画
の
間
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
続

け
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
３
者
協
定
」の
第
４
条
に
は
、
当
初
の

「
20
年
程
度
」の
研
究
期
間
を
前
提
に
し
て
、

「
研
究
終
了
後
は
、
地
上
の
研
究
施
設
を

閉
鎖
し
、
地
下
施
設
を
埋
め
戻
す
」と
明

記
し
て
い
る
。
だ
が
、
示
さ
れ
た
計
画
案

で
は「
地
層
処
分
の
技
術
基
盤
の
整
備
の

完
了
が
確
認
で
き
れ
ば
、
埋
め
戻
し
を
行

な
う
こ
と
を
具
体
的
工
程
と
し
て
示
す
」

と
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
な
し
崩
し
的
に
処

分
研
究
を
続
け
る
余
地
を
残
す
、
曖
昧
な

説
明
で
あ
る（
こ
れ
は
現
在
に
至
る
ま
で

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
）。

　

こ
の
研
究
の
延
長
問
題
は
、
道
と
幌
延

町
が
主
催
す
る「
深
地
層
研
究
の
確
認
会

議
」の
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
年
末
の
道
議

会
の
日
程
を
に
ら
ん
で
19
年
９
月
か
ら
11

月
ま
で
短
期
間
に
５
回
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

拙
速
な
運
営
を
印
象
づ
け
た
。

　

そ
し
て
同
年
12
月
、
鈴
木
直
道
知
事
は

道
議
会
予
算
特
別
委
員
会
の
席
上
、
機
構

の
理
事
長
と
の
会
談
で
、

①
研
究
期
間
は
28
年
度
ま
で
の
９
年
間
で

　
あ
り
、
そ
の
期
間
を
通
じ
て
必
要
な
成

　
果
を
得
て
研
究
を
終
了
で
き
る
よ
う
、

　
し
っ
か
り
取
り
組
む

②
今
後
、
工
程
表
を
整
理
し
、
実
施
状
況

　
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

③
毎
年
度
の
計
画
や
実
績
の
み
な
ら
ず
評

　
価
に
つ
い
て
も
情
報
発
信
す
る

④
処
分
場
に
し
な
い
こ
と
や
、
終
了
後
の 

　
埋
め
戻
し
を
計
画
案
に
書
き
加
え
た

　

の
４
項
目
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
5050　

北
海
道
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
を
た
ど
る（
下
）

　

北
海
道
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
を
た
ど
る（
下
）

堀
達
也
・
元
知
事
が
幌
延
町
へ
の「
核
の
ゴ
ミ
」処
分
研
究
施
設
の
立
地
を
受
け
入
れ
て
か
ら

25
年
、
事
業
者
の
日
本
原
子
力
開
発
研
究
機
構（
原
子
力
機
構
）は
地
下
坑
道
を
使
っ
た
各
種

試
験
を
今
も
続
け
て
い
る
。
こ
の
間
、
２
０
１
９
年
に
は
当
初
計
画
に
盛
っ
た「
20
年
程
度
」

と
す
る
研
究
期
間
の
約
束
を
反
故
に
し
て
28
年
度
ま
で
延
長
す
る
一
方
で
、
深
度
５
百
メ
ー

ト
ル
の
坑
道
の
掘
削
や「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
）の
参
入
な
ど
が
、
な
し
崩
し
的
に
進
む
。
放
射
性
廃
棄
物
は
持
ち
込
ま
ず
に

行
な
わ
れ
る
処
分
研
究
に
対
し
、
道
民
の
関
心
も
薄
ら
い
で
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
回
は
、

「
立
地
受
け
入
れ
」か
ら
四
半
世
紀
の
経
緯
を
検
証
し
つ
つ
、
原
子
力
機
構
に
よ
る「
28
年
度

の
研
究
終
了
」の
約
束
を
遵
守
さ
せ
る
道
を
考
え
る
。 

 

（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

い
ま
必
要
な
監
視
の
目

い
ま
必
要
な
監
視
の
目

「
研
究
延
長
」を
容
認
し
た
鈴
木
知
事
の

「
研
究
延
長
」を
容
認
し
た
鈴
木
知
事
の

弱
腰
が
招
き
か
ね
な
い
処
分
場
へ
の
道

弱
腰
が
招
き
か
ね
な
い
処
分
場
へ
の
道

「幌延深地層研究センター」の地下 350 ｍ坑道（2021 年４月撮影）。「幌延深地層研究センター」の地下 350 ｍ坑道（2021 年４月撮影）。
その後、500 ｍまで掘削が行なわれ、最近完成した。原子力機構その後、500 ｍまで掘削が行なわれ、最近完成した。原子力機構
の研究期間は 28 年度まで、その約束がきちんと守られるか監視の研究期間は 28 年度まで、その約束がきちんと守られるか監視
が必要だが必要だ

　

２
０
０
０
年
10
月
、
堀
達
也
知
事（
当

時
）は
道
民
の
反
対
の
声
を
押
し
切
り
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構（
現
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構〔
原
子
力
機
構
〕）に

よ
る
、
幌
延
町
へ
の
核
の
ゴ
ミ
地
層
処
分

研
究
施
設
の
立
地
を
受
け
入
れ
た
。
道
民

や
道
議
会
か
ら
の
反
対
意
見
に
対
し
て
は
、

同
機
構
や
幌
延
町
と
の
間
で「
３
者
協
定
」

を
締
結
。
こ
れ
を
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち

込
ま
せ
な
い「
担
保
措
置
」と
位
置
づ
け
る

一
方
で
、
処
分
研
究
の「
一
層
の
推
進
」と

「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
受

け
入
れ
難
い
」と
の
抱
き
合
わ
せ
に
よ
る

道
条
例
を
制
定
し
、
国
策
事
業
を
容
認
し

て
い
る
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
処
分
研
究
の
期
間

は「
20
年
程
度
」と
さ
れ
て
い
た
。

　

機
構
は
２
０
０
１
年
４
月
に「
幌
延
深

地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
開
所
し
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
物
理
探
査
を
皮
切

り
に
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
続
け
、
03
年
に

は
同
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
約
19
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
牧
場
跡
地
を
取
得
。
同
年
夏
に

地
下
研
究
施
設
の
造
成
工
事
に
着
手
し
、

翌
年
に
深
さ
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
地
下
坑

道
が
完
成
し
た
。

　

着
々
と
建
設
工
事
が
進
む
こ
と
に
あ
き

ら
め
ム
ー
ド
も
漂
い
始
め
、
道
民
の
関
心

も
薄
ら
い
で
い
く
。
か
つ
て
動
燃
の
現
地

調
査
を
阻
止
す
る
た
め
連
日
の
監
視
活
動

を
展
開
し
た
労
働
団
体
も
、
堀
道
政
が
容

認
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
る
と
、
異
議
を

唱
え
る
場
面
が
め
っ
き
り
減
っ
た
。

　

だ
が
、
80
年
代
半
ば
か
ら
地
道
に
活
動

を
続
け
て
き
た
酪
農
民
や
住
民
ら
で
つ
く

る
、「
核
廃
棄
物
施
設
の
誘
致
に
反
対
す
る

道
北
連
絡
協
議
会
」（
道
北
連
絡
協
議
会
）

の
人
た
ち
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

「
20
年
程
度
」の
処
分
研
究
に
着
手

監
視
の
目
を
注
ぐ
住
民
グ
ル
ー
プ

当
初
計
画
を
覆
し
研
究
期
間
を
延
長

鈴
木
知
事
は
反
対
意
見
を
置
き
去
り着工前の「幌延深地層研究センター」の建設予定地。

元は牧場の跡地だった（2002 年撮影）

坑道の掘削過程でメタンガスや地下水の噴出事故も。
ブルーシートで応急処置を施した（14年９月）



4
THE HOPPO JOURNAL 2026. 3 .

3
THE HOPPO JOURNAL2026. 3 .

■〝核のゴミ〟レポートPART50　北海道の放射性廃棄物施設問題をめぐる歴史（下）

　

道
民
の
意
見
を
置
き
去
り
に
し
て「
容

認
表
明
」を
急
い
だ
道
だ
が
、
そ
れ
で
は

反
発
が
強
ま
る
と
み
た
の
か
、
20
年
に
な

る
と
道
内
数
カ
所
で
説
明
会
を
開
い
た
。

既
成
事
実
を
作
っ
た
後
の
開
催
で
は
ガ
ス

抜
き
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

鈴
木
知
事
が「
研
究
延
長
」を
容
認
し
た

こ
と
で
、
幌
延
で
の
研
究
に
処
分
事
業
の

実
施
主
体
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発

電
環
境
整
備
機
構
）が
参
入
す
る
道
も
開

か
れ
た
。

「
３
者
協
定
」第
３
条
で
、
原
子
力
機
構

は
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
対
し
、
研
究
施
設
を「
譲

渡
・
貸
与
で
き
な
い
」と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
確
認
会
議
の
ま
と
め
に
は

「
国
内
外
の
関
係
機
関
の
資
金
や
人
材
の

活
用
」を
す
る
場
合
、「
原
子
力
機
構
が
主

体
と
な
り
、
機
構
の
責
任
に
お
い
て
研
究

施
設
を
運
営
・
管
理
す
る
」と
あ
る
。
つ

ま
り
、
原
子
力
機
構
の
管
理
下
で
あ
れ
ば
、

処
分
事
業
者
も
自
由
に
幌
延
の
施
設
に
関

与
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

協
定
締
結
や
立
地
の
受
け
入
れ
か
ら
20

年
に
し
て
、
当
初
描
い
た「
担
保
措
置
」は

骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
か
つ

て
協
定
書
や
確
認
書
の
作
成
に
携
わ
っ
た
、

と
答
弁
。「
こ
の
計
画
案
は
３
者
協
定
に

則
っ
て
お
り
、
９
年
間
で
必
要
な
成
果
を

得
て
終
了
す
る
も
の
と
受
け
止
め
た
」と

し
て
、
原
子
力
機
構
の
延
長
案
を
容
認
す

る
考
え
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

「
確
認
会
議
」終
了
後
、
道
は
計
画
案
に
対

す
る
意
見
を
道
民
か
ら
募
集
し
、
機
構
理

事
長
と
の
会
談
前
日
に
締
め
切
り
。
５
５

４
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
推
進
意
見

15
％（
注
＝
大
多
数
が
幌
延
町
民
）に
対
し
、

反
対
・
慎
重
意
見
は
85
％
に
上
っ
た（
本

誌
20
年
２
月
号
を
参
照
）。

「
28
年
度
よ
り
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

ど
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。（
ガ
ラ
ス
固
化

体
、
金
属
容
器
、
緩
衝
材
か
ら
な
る
）人

工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試
験
で
は
、
横
置
き

の
原
位
置
試
験
や
５
百
メ
ー
ト
ル
で
の
発

熱
影
響
の
確
認
試
験
が
予
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
確
認
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
」

「
今
後
数
年
か
け
て
幌
延
の
地
下
施
設
の

存
在
意
義
を
主
張
し
、
今
後
の
活
用
法
を

考
え
、
提
案
す
る
時
期
に
き
て
い
る
」

　

つ
ま
り
、
今
あ
る
地
下
施
設
を
際
限
な

く
使
い
、
関
連
の
研
究
を
続
け
さ
せ
た
い

と
い
う
わ
け
だ
。
こ
れ
は
、
40
年
余
り
に

わ
た
る
幌
延
問
題
の
経
緯
に
疎
い
発
言
で

あ
り
、「
28
年
度
末
の
研
究
終
了
」「
施
設
の

撤
去
・
埋
め
戻
し
」と
い
う
道
や
道
民
と

の
約
束
を
反
故
に
し
て
も
い
い
、
と
述
べ

た
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
発
言
に
対
し
、
道
北
連
絡

協
議
会
な
ど
か
ら
抗
議
の
声
が
上
が
っ
た

が
、
多
く
の
人
は
原
子
力
機
構
の
内
部
議

論
な
ど
知
る
由
も
な
い
。
堀
知
事
に
よ
る

「
立
地
受
け
入
れ
」か
ら
四
半
世
紀
が
経
過

し
、
道
民
の
関
心
も
薄
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
道
民
が
傍
観
す
る

な
ら
ば
、
研
究
期
間
は
な
し
崩
し
的
に
延

ば
さ
れ
、
地
下
坑
道
が
維
持
で
き
る
限
り

延
々
と
処
分
研
究
が
続
く
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
厄
介
な
こ
と
に
、
寿
都
町
と
神

で
は
、
次
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
技
術
者
や
研
究
者
の
育
成
な
ど
を
目
的

に
す
れ
ば
施
設
の
利
用
は
長
期
に
な
る
。

28
年
度
で
幌
延
の
研
究
を
終
了
さ
せ
、
施

設
の
解
体
・
埋
め
戻
し
を
す
る
気
が
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
？
」

「
現
場
確
認
な
ど
で（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
幌
延

の
）研
究
所
内
に
立
ち
入
る
可
能
性
も
あ

る
と
の
こ
と
。
処
分
の
実
施
主
体
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
て
き
た
、
幌
延
深
地
層
研

究
所
の
成
り
立
ち
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ど
う
考
え
る
の
か
？
」

　

こ
う
し
た
声
に
対
し
、
原
子
力
機
構
は

「
協
定
を
遵
守
し
、
機
構
の
責
任
に
お
い

て
施
設
を
運
営
・
管
理
す
る
」と
、
こ
れ

ま
で
の
見
解
を
く
り
返
す
だ
け
。
チ
ェ
ッ

ク
役
を
果
た
す
立
場
の
道
は
、
道
民
の
声

を
ま
と
め
て
機
構
側
に
質
す
だ
け
で
、
こ

の
事
態
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
自
ら
の
意

思
を
示
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　

原
子
力
機
構
に
よ
る「
延
長
表
明
」か
ら

６
年
半
、
新
た
な
試
験
研
究
に
着
手
す
る

う
ち
に
、
研
究
期
間
の
終
了
ま
で
あ
と
３

年
を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
昨
年
、
気
に
な
る
動
き
が

あ
っ
た
。
原
子
力
機
構
内
に
設
置
さ
れ
た

理
工
系
の
大
学
研
究
者
10
人
で
構
成
す
る

外
部
委
員
会
の
席
上
、
次
の
よ
う
な
発
言

が
相
次
い
だ
の
で
あ
る
。

鈴木直道知事が原子力機構による研究期間の延長計画を容認
する意向を表明（道議会予算特別委で。19年 12 月 10 日）

道主催の説明会の会場前で横断幕を掲げて抗議する地元住民
（20年１月、幌延町内で）

突然行なわれた研究期間の延長表明に対し、
道北の住民グループなどが道庁に申し入れ（19年９月）

⑤「
い
ず
れ
日
本
で
も
地
層
処
分
を
や
れ

　
る
」と
い
う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
施
設
と
し
て
、
幌
延
町
に
居
座
る
こ
と

　
に
な
り
か
ね
な
い

⑥
寿
都
町
や
神
恵
内
村
で
の「
文
献
調
査
」

　
問
題
な
ど
と
併
せ
、
北
海
道
が
長
く
最

　
終
処
分
地
と
し
て
狙
わ
れ
続
け
る

　

こ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
か
ら
５
年
の
歳

月
が
流
れ
た
が
、
基
本
な
問
題
点
は
何
ひ

と
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

今
年
１
月
、
５
百
メ
ー
ト
ル
坑
道
の
整

備
が
終
わ
り
、
道
や
幌
延
町
の
関
係
者
、

一
部
の
道
議
、
報
道
関
係
者
に
公
開
さ
れ

た
。
原
子
力
機
構
が
約
束
し
た「
28
年
度

の
研
究
終
了
」ま
で
、
あ
と
３
年
余
り
と

残
り
期
間
は
少
な
く
な
っ
た
。

　

鈴
木
知
事
の
弱
腰
が
元
で
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の

参
入
に
道
を
開
い
た
こ
と
で
、
幌
延
の
施

設
が
将
来
、
ど
う
化
け
る
か
分
か
ら
な
い
。

　

原
子
力
機
構
が
海
外
の
研
究
機
関
な

ど
と
進
め
て
き
た「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
、
新
た
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
参

入
す
る
計
画
が
浮
上
し
た
の
は
21
年
の
こ

と
だ
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
協
定
の
履

行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
22
年
度
の「
確

認
会
議
」が
募
集
し
た
道
民
か
ら
の
質
問

恵
内
村
で
は
処
分
地
選
定
に
向
け
た「
概

要
調
査
」の
実
施
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
。
道
や
道
民
が
し
っ
か
り
監
視
の
目
を

注
が
な
け
れ
ば
、「
い
ず
れ
核
の
ゴ
ミ
の
地

層
処
分
は
で
き
る
」と
い
う
虚
構
の
下
で
、

道
民
が
ズ
ル
ズ
ル
と
引
き
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

原
子
力
政
策
に
対
す
る
信
頼
は
、
誠
実

に
約
束
を
履
行
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

「
28
年
度
末
ま
で
の
研
究
終
了
」を
空
手
形

に
し
な
い
、
原
子
力
機
構
や
政
府
の
対
応

を
求
め
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
覚
醒
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

道
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
担
当
者
の
思
い
を

も
蔑
ろ
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

鈴
木
知
事
が「
28
年
度
末
ま
で
の
研
究

期
間
の
延
長
」を
容
認
し
て
か
ら
半
年
余

り
で
状
況
は
一
転
す
る
。
原
子
力
機
構
は

20
年
８
月
末
の「
確
認
会
議
」の
席
上
、
坑

道
の「
５
百
メ
ー
ト
ル
掘
削
」に
つ
い
て
の

設
計
業
務
を
外
部
委
託
す
る
旨
の
意
向
を

表
明
し
た
。
20
年
度
の
研
究
計
画
に
は
、

こ
の
掘
削
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
な

く
、
唐
突
な
も
の
だ
っ
た
。

「
５
百
メ
ー
ト
ル
掘
削
」は
、
旧
動
燃
や
政

府
に
と
っ
て
既
定
路
線
だ
っ
た
。
し
か
し
、

予
算
上
の
制
約
や
、
11
年
の
福
島
第
一
原

発
事
故
を
き
っ
か
け
に
原
子
力
政
策
が
足

踏
み
し
て
、
具
体
化
さ
せ
る
機
会
を
逃
す
。

そ
ん
な
中
で
、
研
究
期
間
の
延
長
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
や
動
き
だ
し
た
。

　

道
北
連
絡
協
議
会
や
札
幌
の
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
な
ど
６
団
体
の
代
表
ら
は
20
年
10

月
、
道
に
対
し
、
こ
う
詰
め
寄
っ
た
。

「
掘
削
案
は
、
延
長
さ
れ
た
研
究
と
は
別

の
新
計
画
。
こ
れ
を
道
が
通
す
な
ら
後
出

し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
」

「
道
庁
が
弱
腰
だ
と
北
海
道
は
核
の
ゴ
ミ

捨
て
場
に
さ
れ
て
し
ま
う
。『
研
究
だ
け
な

ら
…
』と
認
め
て
き
た
か
ら
、
寿
都
や
神

恵
内
の『
文
献
調
査
』の
話
が
出
て
き
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

本
誌
21
年
５
月
号
で
筆
者
は「
５
百

メ
ー
ト
ル
掘
削
」に
と
も
な
う
問
題
点
と

し
て
、
以
下
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

①
研
究
の
長
期
化
が
避
け
ら
れ
ず
、
研
究

　
期
間
の
再
延
長
に
つ
な
が
る

②
よ
り
厳
し
い
環
境
下
で
の
試
験
に
よ
る

　
災
害
や
事
故（
漏
水
や
ガ
ス
の
湧
出
、

　
労
働
災
害
、
坑
道
の
損
傷
な
ど
）の
危

　
険
性
が
高
ま
る

③
幌
延
の
坑
道
を
最
終
処
分
場
に
す
る
こ

　
と
は
出
来
な
い
が
、
海
岸
線
に
近
い
周

　
辺
地
域
は
処
分
候
補
地
に
な
り
得
る

④
交
付
金
な
ど
に
よ
り
政
府
・
機
構
に
対

　
す
る
幌
延
町
の
依
存
度
が
高
ま
る

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
参
入
に
も
道
を
開
き

問
題
を
抱
え
つ
つ「
５
百
ｍ
掘
削
」

機
構
の
外
部
委
員
か
ら
再
延
長
の
声

信
頼
は「
約
束
の
履
行
」か
ら
始
ま
る

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。


